
研究概要と成果
本研究は．イノシシの急増と豚熱（CSF）の発生を受けて、調査の簡便法と具体的管理手法を

開発した。主な目的は、１．イノシシの生息密度とCSFの浸潤状況を広域で把握するための簡易
モニタリング手法の開発する、２．緊急対応が必要な課題地域においてエビデンスのある捕獲
戦略とCSF蔓延防止戦略を構築する、３．簡易モニタリング手法を実装し管理体制を新たに構築
するための社会的要件を明らかにすることである。研究成果を如何に示す。

環境政策等への貢献
これまでイノシシの生息数調査は行政レベルで利用できるものがなかったが、本研究により、

簡便法を確立した。また野生下においてＣＳＦウイルスの広がりを環境ＤＮＡ技術を応用し、
判定する手法を確立した。また、カメラデータの分析の一部を深層学習により自動化する仕組
みを構築し、省力化に成功した。いずれも技術マニュアルを公開した。また、イノシシの個体
数制御やワクチン散布手法など実施可能な具体的手法を開発した。対策にあたる人間社会の体
制構築についても、人口縮小社会における体制づくりについても提案を行った。
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